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資産運用会社の運用ガイドライン変更に関するお知らせ 

 

エルシーピー投資法人（以下「本投資法人」といいます。）の資産運用会社であるエルシーピー・

リート・アドバイザーズ株式会社は、平成 19 年 3 月 13 日開催の取締役会において、社内規程であ

る運用ガイドラインを、下記のとおり変更することを決議いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

1． 運用ガイドラインの変更箇所 
① 住居用不動産にかかる用途別投資比率の引き上げ 

住居用不動産にかかる用途別投資比率の上限を 65％未満から 75％未満に引き上げ、用途別投資比

率を以下のとおり変更する。 

 

＜用途別投資比率＞ 

不動産関連資産の用途 
組入比率 

（取得価格ベース） 

住居用不動産（Ｒ） 35％以上 75％未満 

シニア物件（Ｓ） 35％未満 

その他の用途物件 

（オフィスビル、商業施設、物流施設及びホテル等）（Ｏ）
50％未満 

※ 下線部は変更箇所を示します。 

 

② 投資対象の選定方針の明確化 

シニア物件及びその他の用途物件について、経済環境、不動産市場動向などを勘案のうえ、賃料の

増額が見込めると判断できる場合には、ＬＣＰスタイル（注）に適合しない場合であっても取得する

ことがあることを明確化するため、運用ガイドラインを以下のとおり変更する。 

 

（注）「ＬＣＰスタイル」とは、資産運用会社の主要な株主であるザ・エルシーピー・グループ・エルピー及び同社が設立

に関与し、現在ニューヨーク証券取引所に上場している米国のＲＥＩＴであるＬＸＰが培ったネットリースやマスタ

ーリース等を活用した長期的、安定的な資産の運用手法を指し、賃貸借契約の内容やその形態に着目した、(i)ネッ

トリース、(ⅱ)長期契約、（ⅲ）賃料固定型マスターリース又は（ⅳ）一括貸しの 4 手法の少なくともいずれかの手

法を採用するものをいいます。 
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（注１） 上図において「コンパクト」とは１戸当たりの賃貸可能面積が 35 ㎡未満の住戸をいい、「スペーシャス」と

は１戸当たりの賃貸可能面積が 35㎡以上の住戸をいう。 
（注２） 経済環境、不動産市場動向などを勘案のうえ、賃料の増額が見込まれると判断できる場合には、ＬＣＰスタイ

ルに適合しない場合であっても取得することがある。 
※ 下線部は変更箇所を示します。 

 

なお、上記運用ガイドラインの変更は、平成 19 年 3月 13 日付で効力を生ずるものとします。 

 

 

2． 変更の理由 
 

① 住居用不動産にかかる用途別投資比率の引き上げについて 

本日付「ＧＥリアル・エステート株式会社との事業協力に関するお知らせ」において公表したと

おり、資産運用会社は、ＧＥリアル・エステート株式会社との間で締結した平成 19 年３月 13 日付事

業協力契約に基づく協働を通じて住居用不動産の取得機会の拡大を図り、中長期的に安定した資産運

用を行っていく方針です。このため、住居用不動産にかかる用途別投資比率の上限の引き上げを行う

ものです。 

 

② 投資対象の選定方針の明確化について 

シニア物件及びその他の用途物件については、従前より、ＬＣＰスタイルへの適合を取得の条件と

することを原則としており、本運用ガイドラインの変更後もこの点に変更はありませんが、例外的に

ＬＣＰスタイルに適合しない場合であっても取得する場合について、その基準が明確ではなかったた

め、これを明確化するものです。なお、本日付「資産の取得に関するお知らせ」において、その取得

の決定について公表したニュー江戸橋ビル及び秀和 西五反田ビル（ともにオフィスビル）は、ＬＣ

Ｐスタイルに適合しないものの、上記基準に従い、取得を決定しています。 

 

以 上 
 

 

 

 

 
＊ 本資料の配布先 ： 兜クラブ、国土交通記者会、国土交通省建設専門紙記者会 

＊ 本投資法人のホームページ ： http://www.lcp-reit.co.jp 
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<投資対象物件の概念図> 


